




The Trend in Foreign Data Archives 
: From the Presentations in IASSIST Annual Conferences 
前田 豊 Yutaka Maeda 
朝岡 誠 Makoto Asaoka 
Although the utilization of data archives becomes increasingly popular in Japan, the environment for 
data depositors and users in Japan is not as favorable as compared with that of foreign data archives. 
This paper reports the current activities of foreign data archives based on the contents presented in 
IASSIST annual conferences held in 2015 and 2016, and summarizes these activities by focusing on 
the two concepts; data sharing and usage. Subsequently, this paper aims to offer recodes to improve 
the data archive environment in Japan. 
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とを目的に，2015 年と 2016 年にそれぞれミネソタ（アメリカ）とベルゲン（ノルウェー）
で開催された IASSIST（ International Association for Social Science Information 
Services and Technology）年次大会に参加した． 
社会科学に関わる情報サービス・技術をテーマとする IASSIST は，“Foster and promote 
a network of excellence for data service delivery”， “Advance infrastructure in the social 
sciences”， “Provide opportunities for collegial exchange of sound professional practices”
の 3 つを活動目的に掲げ 1)，データアーカイブ業務に従事／関係する専門家が現在行ってい
る先進的な取り組み，および関連した動向を発表する場として機能している．報告される
(28) 社会情報教育研究センター研究紀要『社会と統計』第 3 号 
コンテンツも多岐にわたり，例えば 2015年度年次大会では，“Research Data Management”， 
“Data Service Professional Development”, “Data Infrastructure and Applications”の趣意





発表の報告資料は IASSIST のサイトで確認することが可能である． 
Ⅱ 「データ共有」に関する動向
今日の海外データアーカイブの取り組みを支える一つのキーコンセプトが「データ共有

















おり，例えば 2016 年度年次大会では“Data Sharing Behavior”， “Promoting Research 









should generally publish their data”と “Freely available research data is a great 
































































るという点にある．報告を行った Bleckman and Marz（2015）は，この openICPSR を従









的には，データの一般公開を意味する“Free Access without registration”，登録ユーザーの
みが利用可能となる“Free Access with registration”，寄託者の承認を経て利用可能となる











































(32) 社会情報教育研究センター研究紀要『社会と統計』第 3 号 
Ⅲ 「データの利用」に関する動向
データ利用者に対する教育というテーマは，IASSIST でも重要なテーマの一つとなって

















ログラムを報告していた．Q-step とは Nuffield Foundation や高等教育助成金をもとに立
ち上がったプログラムである．当プログラムでは，オックスフォード大学をはじめとした
イギリスの大学 15 校に各センターを設け，それぞれの大学で独自の量的データ教育を提供
している 7)．例えば，マンチェスター大学では学部 2 年生から 4 年生を対象に 3 年間のカ
リキュラムを設定している．1 年目は政治学，社会心理学など各分野の概論を行い，基礎知
識を身につけるところから始まる．2 年目は各研究分野で扱うデータの収集方法やその性質




また，King-Hele（2015）の報告では，自身が所属する UK Data Service の特色が紹介
されていた．UK Data Service はマンチェスター大学，エセックス大学からの援助，およ





































1) http://www.iassistdata.org/about/index.html（アクセス日：2017 年 1 月 7 日）




2017 年 1 月 7 日）
(34) 社会情報教育研究センター研究紀要『社会と統計』第 3 号 
4) IASSIST では，ゲーム理論をベースとしたデータ共有行動の理論的定式化の試みも発
表されていた（Pronk 2016；Pronk et.al. 2015）．
5) 他にもデータ共有行動の促進を念頭においた新たな取り組み試みとして，IASSIST で
はデータジャーナルの提案なども報告されていた（Toepfer 2016）．
6) 実際，ICPSR の利用者（データ検索を行なったユニークユーザー）は 2011 年から 2015
年の 5 年間で 1 割ほど増加している（Noble and Pienta 2016）．
7) http://www.nuffieldfoundation.org/q-step（アクセス日 2017 年 1 月 7 日）
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